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的
な

意
味
を

含
意
し
て

い

た
。

宗

教
の

諸
概
念
や
そ

れ

ら

に

よ

っ

て

構
成

さ

れ
る

概

念
的
枠
組
み

は、

不

可
避
的
に

歴

史
的
・

文
化
的
な

偏
見
を
も

っ

て

い

る
。

そ
れ
は

オ

ッ

ト
ー

の

宗
教
史
学
に

も

顕
著
に

見
ら
れ
る

。

西

洋
モ

デ
ル

の

宗
教

概
念
を
非
西

洋
の

宗
教
へ

と

直
接
的
に

適
用
し
て

説
明

さ

れ
る
宗

教
史
の

記
述
は

、

ど
う
し

て

も
歴
史

的
・

文
化
的
な

偏
見
を
含

ま

ざ
る

を
え
な
い

。

し

た
が

っ

て

今
日、

従
来
の

宗
教
史
学
で

自
明
視
さ

れ

た

諸
概

念
や
諸
理

論
も

、

具

体
的
な

宗
教
的
コ

ン

テ

ク
ス

ト

へ

引
き

戻

し

て

再
検
討
す
る

こ

と

を
迫
ら
れ
て

い

る
。

そ
の

意
味
で

は
、

オ
ッ

ト
ー

の

東
洋
へ

の

旅
は、

近
代
西

洋
に

成
立

し
た
宗

教
の

諸
概
念
を

東
洋
の

宗

教
的
コ

ン

テ

ク

ス

ト

の

中
で

再

考
す
る

う
え
で、

重
要
な

契
機
と

な
る

可

能
性
を
秘
め

て

い

た
。

し

か

し、

彼
は

あ
く
ま
で

も
近

代
西
洋
の

宗
教
概

念
に

依
拠
し

な
が
ら

、

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
伝
統
の

諸
相
を

把
握
し

よ
う
と
し

た
。

彼
の

宗
教
史

的
視
座
は
キ
リ
ス

ト

教
神
学

者
と

し
て

の

立

場
か

ら、

東
洋
の

宗

教
と

西

洋
の

宗
教
の

類

似
性
あ
る

い

は

平
行

性
へ

と

向
け
ら
れ

て

い

た
。

そ

の

結

果
、

彼
は

イ
ン

ド

宗
教
の

特
徴
を
な
す

「

多
神
教
」

的

な
側
面
を

落
ち

こ

ぼ

し
て

し
ま
う
こ

と

に

な

っ

た
。

　
つ

ま
り、

オ

ッ

ト

ー

宗
教
史
学
の

核
心
に

は
、

エ

リ
ア

ー

デ
な

ど

の

宗

教
史
学
に

も

見
受
け

ら
れ

る

よ
う
に、

近
代
西
洋
の

キ
リ
ス

ト

教
的
世
界

観
の

根
強
い

影
響
が

見
て

と

れ
る

。

オ
ッ

ト

ー
宗
教
史
学
の

方
法
論
的
な

再

検
討
に

よ

っ

て

明
ら
か

に

な
る
の

は、

従
来
の

宗
教

史
学
の

「

語
り

」

を
具

体
的
な

諸
宗

教
的
コ

ン

テ

ク
ス

ト
へ

と

引
き

戻
し

な
が
ら

修
正

し
な

け
れ
ば

な
ら
な
い

こ

と
で

あ
る

。

現

代
の

宗
教
学
に

お

い

て、

従
来
の

宗

教
史
の

「

語
り

」

を

修
正

し
な
が

ら、

そ

れ

を
再
記
述
し
て

い

く

と

い

う

宗
教
解
釈
学
的
な

研
究
は

、

こ

れ
ま
で

以
上
に

ま

す
ま
す
重
要
に

な
っ

て

い

る
。

ド
・

プ
ロ

ス

に

お

け

る

　
　

宗
教
起
源
と

言
語
起
源
の

問
題

杉

本

隆

司

　
閃
伽

鉱
6

三
ω

ヨ
Φ

概
念
は
、

フ

ラ

ン

ス

の

啓
蒙
思

想
家
シ

ャ

ル

ル
・

ド
・

プ
ロ

ス

2
七
〇
九
1
一

七

七
七）

に

よ
り
創

始
さ
れ

た
。

彼
は
『

ブ
ェ

テ

ィ

シ

ュ

諸
神
の

崇
拝
』

（
一

七

六
〇
〉

で、

フ
ェ

テ
ィ

シ

ズ
ム

を
宗

教

の

起

源
に

お

き
、

こ

こ

か

ら

人
類
の

宗
教
観
念
は

歴
史
的
に

偶
像
崇
拝
を

介
し
て
一

神
教
（
キ
リ
ス

ト

教）

へ

と

進
歩
し

た
と

主
張
し
た

。

一

九

世

紀
に

こ

の

概
念
は

マ

ル

ク

ス

や

フ

ロ

イ
ト
に

受
け
継
が

れ
、

現
在
の

学
術

用

語
と

し
て

の

意
昧
内
容
は
こ

の
一

九

世
紀
的
文
脈
に

規

定
さ
れ

て

き

た
。

だ
が
ド
・

プ
ロ

ス

が

生
き
た

時
代
の

数
々

の

思
想
潮
流
に

も
深
く
規

定
さ

れ
た
産

物
で

あ
っ

た

こ

と

は
い

う
ま

で

も
な

い
。

　

本
報
告
で

は

そ
の

思
想
潮
流
の
一

つ

と

し

て
一

八

世
紀
に

流
行
し
た
言

語
起
源
論
を

取
り
上
げ
た

。

ド
・

プ

ロ

ス

も
『
言
語
の

機
械
的
形
成
論
』

（

】

七
六
五
）

を

著
わ
し
た

当
時
の

思

想
モ

ー

ド
の
｝

翼
を

担
う
思
想
家

だ
っ

た

か

ら
で

あ
る

。

こ

の

書
の

刊
行
は

『

ブ
ェ

テ

ィ

シ

ュ

神
』

の

五

年

後
で

あ
り、

言

語
起
源
論
へ

の

関
心
は

宗
教
起
源
論
よ

り
も

後
に

み

え

る

が
、

実
際
は

逆
で

あ
り、

彼
の

主
題
は
言
語
起
源
論
に

あ
っ

た
。

こ

の

報

告
で

は、

彼
の

宗
教
起
源

論
を
言

語
起
源
論
と

突
き
合
わ
せ
、

「

フ

ェ

テ

ィ

シ

ズ
ム
」

概
念
の

創
始
に

言
語
起
源
論
が

担
っ

て

い

た

影

響
を

推
察
し

た
。

　
ま

ず
『

フ

ェ

テ

ィ

シ

ュ

神
』

の

批
判
対

象
と

し

て、

ド
・

プ
ロ

ス

が
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「

象
徴
的
解
釈
」

（
国
αq
臼

巳
ω

ヨ
Φ）

と

呼
ぶ

神
話
解
釈
か

ら

取
り
上

げ
た

。

こ

の

解
釈
に

よ

れ
ば
古

代
民
族
の

崇
拝
に

ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ
ス

ト
教
の

唯
一

神
や
理

神
論
的
な
最

高
存
在
が

象
徴
さ

れ
て

い

た
と

す
る

。

こ

れ
に

対
し

ド
・

プ
ロ

ス

は

古
代
民
族
の

崇
拝
は

野
生
人
と
同
じ
フ

ェ

テ

ィ

シ

ズ
ム

で

あ
り、

唯
一

神
で

は

な
く
こ

れ
こ

そ
が

宗
教
の

起
源
だ
と

反
論
す
る

。

こ

の

崇
拝
は
理

念
の

抽
象
化
の

レ

ベ

ル

の

点
で
、

い

わ
ゆ
る

偶
像
崇
拝
よ
り

も
低
級
で

あ
り、

そ

れ
よ

り
も

古
い

崇

拝
で

あ
る

。

こ

の

順
序
の

重
要

性

は

フ
ェ

テ

ィ

シ

ズ

ム

と

キ

リ

ス

ト

教
の

関
係
に

置
き
換
え
る

と

明
白
と

な

る
。

神
学
者
に

よ

れ
ば

確
か

に

エ

ジ

プ

ト

人
は

動
物
崇
拝
を

行
っ

て

い

た

が
、

そ

の

動
物
は

あ
く
ま

で

真
の

崇
拝
対

象
（

唯
一

神）

の

象
徴
に

す
ぎ

な
い

。

キ

リ

ス

ト

教
普
遍
史
の

順
序
で

は、

真
の

崇
拝
対
象
（
シ

ニ

フ

ィ

エ
）

の

ほ

う
が

物
質
対
象
（
シ
ニ

フ

ィ

ア
ン
）

に

先
行
せ

ね
ば
な
ら
な

い

か

ら
で

あ
る

。

物
質
で

は
な
く

、

は

じ

め
に

言
葉
縫

神
が

あ
ら
ね
ば
な

ら

な

い

（
『

ヨ

ハ

ネ
福
音
書
』

）
D

　

唯
物
論
者
ド
・

プ
ロ

ス

が

批
判
す
る

の

は
、

唯
一

神
を

認
識
す
る

抽
象

能
力
を

要
す
る

崇

拝
か

ら

感
覚
的

能
力
し

か

要
し
な
い

物
質
的
な

崇
拝
が

あ
と
か

ら

出
現
し
た、

す
な

わ
ち

シ

ニ

フ

ィ

エ

が

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

に

先
行

し

た
と
い

う

見
解
で

あ
る

。

こ

の

批

判
か

ら
は、

唯
】

神
へ

至
る

神
の

観

念
の

抽
象
化
の

歴
史
（
宗
教
史
）

を、

人

間
の

認
識
と

言
語
の

発
展
に

依

拠
し

て

論
じ
る

明
確
な

態

度
が

読
み

取
れ

る
。

こ

の

態
度
は
す
で

に

『

人

間
認

識
起
源

論
』

二

七
四
六
）

の

コ

ン

デ
ィ

ヤ

ッ

ク

が

先

鞭
を
つ

け
て

い

た
。

具
体
的
個
物
か

ら
感

官
が

受
け
取
っ

た

個
々

の

観
念
の

長
い

反
省

過

程
に

由
来
す
る

抽

象
観
念
が

歴
史
の

原

初
か

ら

存
在
す

る
は

ず
は
な

く、

こ

れ
を

論
拠
に

両
者
共
に

デ
カ

ル

ト

の

生
得
観

念
論
を
否

定
す
る

。

　

個
人
に

お

け
る
知
識
の

習
得
過

程
の

最
終
形
態
が

抽
象
観
念
だ
と

す
る

こ

の

コ

ン

デ
ィ

ヤ

ッ

ク

の

ロ

ジ

ッ

ク

を
ド
・

プ
ロ

ス

の

宗
教
史
に

適
用
す

れ

ば
、

人
類

史
的
な

宗
教
進
歩
の

最
終
形
態
は

唯
一

神
に

あ
た
り、

そ

の

原
初
形
態
は

具
体
的
個
物
す
な
わ
ち

フ

ェ

テ

ィ

シ

ュ

と

な
る

。

ド
・

プ

ロ

ス

の

創
始
し
た

フ

ェ

テ

ィ

シ

ズ

ム

と

は
、

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

と

シ

ニ

フ

ィ

エ

の

分

裂
以
前
の

存
在
へ

の

崇
拝
で

あ
り、

こ

の

点
に

お

い

て

は

じ

め

て

「

神
即
モ

ノ
」

の

直
接
関
係
を
開
示

し

う
る

信
仰
形
態
を
示
す
た

め
に

創

始
さ

れ

た、

非

常
に

戦
略
的
な

論
理

仮
説
で

あ
っ

た
。

だ
が

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

と

シ
ニ

フ

ィ

エ

が
必

然
的
に

結
合
す

る

よ

う
な
状
態
な
ど

想
定
で

き

る

だ
ろ

う
か

？

　
ド
・

プ
ロ

ス

が

『

言
語
形
成
論
』

で

懸
命
に

証
明
し
よ

う

と

し

た

論
点
こ

そ、

実
は

こ

の

言
語
の

恣

意
性
の

否

定
で

あ
っ

た

の

で

あ

る
。

そ
の

意
味
で

『

フ
ェ

テ

ィ

シ
ュ

神
』

は

言

語
起
源
の

論
理
を

宗
教
史

に

応
用
し

た
一

つ

の

例
証
だ
っ

た

と

い

え
る

。

デ
ュ

ル

ケ

ー
ム

と
モ

ー
ス

の
「

隠
さ

れ

た

共
同
作
業
」

　
　

i
供
犠
論
の

生
成

i

山

　
暗

鳧

　
「

社
会

学
年
報
」

に

お

い

て

中

心
的
な

位

胆
を

占
め

て

い

た

宗
教
研
究

は、

周
知
の

よ

う
に、

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム
、

ユ

ベ

ー

ル
、

モ

ー

ス
、

エ

ル

ツ

ら
の

緊
密
な
共

同
作
業
に

依
拠
し
て

い

た
。

デ
ュ

ル

ケ

ー
ム

に

せ

よ

モ

ー

ス

に

せ

よ、

そ

の

宗
教
研
究
を

十
全
に

理
解
す
る

た

め

に

は、

こ

の

よ
う

な

共
同
作
業
の

内

実、

さ

ら

に

は

社
会
学
年
報
学
派
の

宗
教

研
究
全

体
へ

の

目
配
り
が

欠
か

せ

な
い

は

ず
だ

が
、

従
来
の

研
究
で

は

こ

の

よ

う
な
視
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